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審 査 結 果 の 要 旨 
 

１.論文の評価 
本論文では、従来ほとんど用いられてこなかったβ-ケトアミドに着目して、潜在的に高い反応性を有

していることを明らかにした。また、その化学的性質を活かした反応を行なうことにより、新規な合成

試剤として確立することに成功した。 

 

まず、アミン類との反応を系統的に調べることにより、基質の嵩高さに影響を受けることを見出し、そ

の化学的挙動を解明した。次に、β-ケトアミドを多様な骨格を構築するためのビルディングブロック

として活用し、２量化することにより官能基化されたピリドンを合成した。また、ケトアミドとアミン

から得られるエナミドを利用して多官能ピロリノンを合成することにも成功している。さらにピリドン

やピロリノンの生成機構も明らかにした。 

本学生は研究対象をケトアミドに限定せず、エナミノエステルやβ-ケトエステルにも拡張し、積極的

に展開している。本学生が開発したエナミノエステルとα,β-不飽和ケトンとの縮合反応を用いたニコ

チン酸エステルの合成反応は、複数個の置換基を望む位置に自在に導入することが可能であり、汎用性

の高い手法である。また、β-ケトエステルのアシル基交換反応では、擬似分子内過程で進行している

ことを明らかにするだけでなく、化学選択的、位置選択的なアシル化法として確立した。 

 

これらの研究成果は、有機合成化学の分野に新しい知見と簡便で汎用性の高い方法論を提供するもので

あり、その貢献は大きいと言える。 

 
２.審査の経過と結果 
（１）平成２９年１月１１日 博士後期課程委員会で学位論文の受理を決定し、６名がその審査委員と

 して指名された。 
（２）平成２９年２月１８日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
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（３）平成２９年３月８日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 


